
せんようてん

て現在の専用鉄道規程にその趣旨を存続している。

大正 8 年地方鉄道法制定に伴ない，私設鉄道法は廃止され，

専用鉄道規則は専用鉄道規程に改められ， その後 6 聞にわたっ

て部分的改正が行われ今日に至っている。

l 適用範囲 この規程は，都道府県その他の公共団休また

は私人が， 専用に供するため敷設する鉄道であっ て，つぎの各

号のーに該当するものに適用される。

(1) 公衆の用に供する鉄道または軌道と直通するもの。

(2) 公衆の用に供する鉄道または軌道と述絡(たとえば， 問

-Wi内で貨物の積換え等を行うもの)するもの。ただし，人力ま

たは馬力を動力とするものを除く。

(3) 上記各号の専用鉄道と直通するもの(第 1 条)。

したがって，いわゆる専用側線は，公衆の別に供する鉄道の

営業線の一部であるから，この規程の適用がない。

2 免 許専用鉄道を敷設しようとする者は，申請砲に

使用の目的を記載し，線路突ìJllJ図，工事方法f!F. 建設政予算出お

よび他の鉄道または軌道と述絡もしくは直通にI刻する協定住の

勝本を提出して運輸大臣の免許を受けること を製する(第 2 条)。

3 巡転に関する規定の制定または変更 免許を受けた者は，

運転，信号および列車保安に関する規定を定めて陸巡局長の認

可を受けることを要する。これを変更するときも同憾に飽可を

受けることを要する(第 5 条)。

4 運輸開始運輸を開始するには，陸五I!局長の認可を受け

ることを要し， これを実施したときは陸連局長に届け出ること

を要する(第 7 条および第 12 条)。

5 譲渡，運転管理等の制限 専用鉄道の餓波は，運輸大臣

の許可を受けることを要し，運転管沼!の委託は，陵巡局長の許

可を受けることを要する(第 6 条および第 B 条)。

6 合併の届出 会社の合併によって免許に鼠する権利義務

を承継したときは，運輸大臣に届け出ることを裂する(第 8 条

ノ 2) 。

7 目的外使用 専用鉄道は，使用の目的以外の物品巡送の

用に供するには，陸運局長の認可を受けることを要する(第 9

条)。

8 工事方法等の変更命令 運輸大臣は， 公益上の必裂があ

ると認めたときは，工事方法，運転，信号または列車保安方法

の変更を命ずることができる(第 10 条) 。

9 その他 監査， 行政処分等の規定について地方鉄道法

の規定を準用し，工事方法変更，車両の設計および設計変更，

直通過i転等の規定について地方鉄道法施行線貝IJの規定を準用し，

踏切道，線路の防備等の規定について地方鉄道建設規程の規定

を準用している(第 12 条)。

なお専用鉄道を地方鉄道に変更する場合には，改めて地方鉄

道法による免許を必要とせず， 運輸大臣の許可を受ければよい

旨の道が開かれている(地方鉄道法第 45 条)。

昭和 30 ・ 3 ・ 1 現在この規則の適用を受けている事業者数は 121

で， 開業線は 498.5km ある。(石川武I~)

せんよ う てんわ 専用電話 連接線・間交換線・区間電話線

および榊内電話線のうちで，運転 ・ 酉èIfï ・ 'ílÎ力 ・ 信号 ・ 通信等

の業務に専用するものを，とくに専問電話ということがある。

(銅山武雄)

せんら く 閃絡 (英) flash ovu m力闘路を形成する導体が，

碍(がし、)子等の絶縁物で空気中に支持されている場合，何かの

原因で正規電圧以上の京im圧が発生した吻合，その絶縁物の表

面とこれに接する空気を通じて火花放電する状態を一般に閃絡

現象という。

l 碍子の関絡 碍子類の設計において，その主要絶縁部分

の絶縁耐力を十分にとり ， これに高電圧が加わるときは， 必ず

外部の空気が磁波されて放電を起すようにし，主要絶縁部分に

は，敬語担放~~が起らないようにするのが原則である。この碍子

に支えられた導休に高電圧が加わる場合は，碍子に接する空気

が最弱点となり，碍子の表面およびその付近を通じて火花放電

となるのが普通である。これを火花閃絡現象と呼んでいる。こ

の閃絡現象は碍子の形状によっても差異があり ， また表面にじ

んあい当事が付着し， 大気中の湿気が加わるような場合は閃絡を

起し易い。

2 TI直流俄および回転変流慢の閃絡 E主流発電般の負荷が急

変するときは，整流作用が恐くなってブラシとセグメン ト 聞に，

ïlMまな火花を発生し蜂流子が汚損すると同時に， セグメント間

の電圧が異状に高まって， セグメント聞に電弧短絡が起り漸次

肱大して，ついに疋額負極聞の'itt弧短絡に発展し，回転子は全

周. 'ittiJIJ1におおわれるに至る。これを直流憾の閃絡現象という。

この現象は直流機には避けられないものであるが，磁東密度の

急変を防止するような鉄心部分の栴造， 正極負極聞に不燃性絶

縁物の隔壁を設ける等の方法を講じて，その軽減を図 っ ている。

また聞紙変流般においては，遮(しゃ)断速度のとくに速い高速

度遮断総を使用して，故障電流を早期に遮断して閃絡現象を防

止している。(村田良二郎)

せんろ 線路 (英) track (独)Bahnlinie 広義には鉄道にお

いて列車または車両を巡転させるための通路として， 必要な施

設いっさいを総称し，その中に路盤(切取 ・ 盛土 ・ 伏樋等).

橋梁(きょうりょう).臣室道(ずいどう).軌道，建物，停車場設

備，信号保安設耐jj ， j通信設備等のほか，電気運転をする場合の

品'((き)電線路， トロリ一線路， レーノレポンド等の'itt車線路を含

み，狭ま誌には路線， 道床パラスト，枕木，軌条およびこれらに

直接付干j{;する建設物の総称。

国鉄のìlli転取扱心得では線路を事本線とキ側線に分けてい

る。

また日本国有鉄道建設規程では，本線路と側線の併造銃絡を

区別して定めているが，これは由IJ線では車両の速度も低いので，

本線路ほどの高し、規絡を必要としないためである。国鉄では線

路について区間別に強度に応、じて$線路極別をきめている。

(川崎敏悦)

せんろいてん 線路移転 主として憐内改良工事に伴なう配

線変更~tの際に行われるもので， 在来あった線路を取り払い，

これを他の筒所に移すこと。(鴫原吉之枯)

せんろい どう 線路移動 工事その他の必要により線路の位

îfi を1f~Jかすこと。

この泌合の動かす盆はあまり多くはな く ， 一般には同一路盤

内程度である。

線路移動はつぎのような場合に行われる ① 曲線の阿度整

正 ② 緩和曲線を新たに挿入するとき ③配線変更 @ 

災t罫時危険箇所の回避害事。 (~ß[jj(吉之祐)

せんろきょう よ う 線路共用 ある巡紛俄|到に所属しかっそ

の迎紛憐|刻で使用中の線路を，他の運輸措量|其lがその営業上の目

(1りのため共同して使用することをいう。したがって共同使用駅

間内の本線路や側線を，相手巡輸織隙1の業務遂行上使用するこ

とは共同使用の範囲に属するが，駅十J年内限外を通じて他の運輸

般|其lの本線路や側線を共用して，その営業上または愉送上の必

裂を充たす治合があり ，それは線路所属巡紛機関と共用を必要

とする五日曲線開との契約にもとづき行われる。この場合他.ìill輸

級以1の線路を使用する共周辺i紛控韓関は，自己の列車を巡転して
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